
【課題】
●大洗町神山町・成田町地区は，幅
　員が狭く屈曲しているうえに歩道が
　整備されていないことから，歩行者
　や通過車両の安全で円滑な交通の
　確保が課題となっていました。

【整備効果】
●バイパス整備により，現道の生活
　道路や通学路としての安全が確保
　されました。
●観光などの交流交通の円滑化が
　図られるとともに，地震や津波など
　の災害時の広域避難路として利用
　が図られます。

歩道がなくて
危ない!!

道路が広くなり、
歩道ができて、
車も歩行者も
自転車も安心！

バイパス開通前（旧道）バイパス開通

狭い交差点の
ため危ない!!

【事業概要】
事業期間　平成16年度～平成24年度
全体事業費　約5億円
　　　　　　　　（うち復興予算約2.4億円）
事業箇所　東茨城郡大洗町神山町
事業延長　L=1,260ｍ
【道路構成】
全体幅員　W=10.0ｍ
車　　道　3.0ｍ×2車線
歩　　道　片側歩道W=2.5m

【位置図】
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＜シリーズ　なるほど公共事業　Ｎｏ．１３７＞

バイパス開通による歩行者の安全確保と広域避難路の確保
‐県道大洗友部線神山バイパスの全線開通（東茨城郡大洗町神山町）-


